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国では、10月を「食品ロス削減月間」、10月30日を「食品ロス削減の日」と定めています。

食品ロスとは、まだ食べられるのに捨てられてしまう食品のことです。現在、日本の食料自給率は約38％

（カロリーベース）※1と、多くを海外からの輸入に頼っています。それにもかかわらず、年間約461万トン

（推計値）もの食品ロスが発生しています※2。これは、１人１日当たり、おにぎり１個分を捨てている量に

相当します。食品ロスを減らすことは、地球環境を守り、限りある資源を大切にすることにつながります。

まずは、身近なところから「もったいない」を減らしていきましょう。

※1：農林水産省（令和６年度） ※2：消費者庁・環境省・農林水産省（令和６年度）

校庭の木々が少しずつ色づき始め、さわやかに澄み渡った秋空が広がる季節になりました。『秋』と言え

ば、読書の秋、食欲の秋、スポーツの秋、そして実りの秋です。美味しい食べ物がたくさん採れる季節です。

家庭でも給食でも、たくさんの秋の味覚を見つけながら楽しく食事をしましょう。

「お皿ピカピカ」を

目指しましょう

体に必要な量を知る

ことも大切です
食べているときも

時間を意識しましょう

新米をはじめ、さまざまな農作物が収穫の時期を迎えています。サンマやサケなどの魚も脂がのっておい

しい季節です。秋は旬の食べ物が豊富で、気候も過ごしやすく食欲が増すことから、「味覚の秋」や「食欲

の秋」といわれます。

食事のとき、テレビやスマートフォンを見ながらダラダラ食べていませんか。食事に集中してよく味わう

ことで、満足感が高まり、心も体もリフレッシュできます。五感を使って味わい、「味覚の秋」を楽しみま

しょう。

五感とは、味覚・視覚・聴覚・嗅覚・触覚の

５つの感覚のことです。

みなさんの

「あとちょっと」の

行動も地球の未来を

左右します！


